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　本研究では，日英バイリンガル児の言語の特徴に対する英国在住の日本人母親の意識を明らかにすることを目的と
する。在英期間が２年以上の日英バイリンガル児の母親12名（日本人家庭６名，国際結婚家庭６名）に対し，インタ
ビュー調査を実施し，SCATを用いて分析した。さらに家庭形態ごとに分析して，その特徴を見出した。結果を考察
したところ，以下の３点が明らかになった。①両家庭ともに日本語への細やかな意識と英語への大らかな意識があった，
②子どもの言語力に対して，日本人家庭は「就学を機に日本語が英語より弱くなった」，国際結婚家庭は「日本語が
英語より弱い」と意識していた，③日本人家庭の英語に対する心配ごとには言語発達に加えて言語環境が含まれていた。
今後は，言語環境に対する母親の意識を明らかにすることや，母親の意識と子どもの言語発達の実態を併せて検討す
ることが重要である。
　The aim of the current study was to explore mothers’ perceptions of the linguistic features of their Japanese–
English speaking children living in the UK. Twelve mothers were interviewed. Six participants have a Japanese 
spouse while the other six are married to a native English speaker. Semi-structured interviews were conducted and 
the conversations between the mothers and the interviewer were transcribed. The data was qualitatively analyzed 
and organized, both as a whole and by each family style, using the Steps for Coding and Theorization (SCAT) 
method. The results clarified the following three points. ①Both types of family had greater consciousness of linguistic 
details in Japanese than in English. ②Perceptions of families with two Japanese parents regarding their child’s 
linguistic ability were ‘Japanese has gradually become weaker than English after starting primary school ’, while 
parents in an international marriage perceived their child’s Japanese linguistic ability to be weaker than English in 
general .③Japanese families worried about not only the child’s English language development but also the language 
environment. In the future, it is important to investigate both mothers’ perceptions of a child’s language environment 
and language development, as well as the facts of the situation.
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１．問題　
　在外日本人の総数は，2016年に約134万人と過去最多
であった（外務省，2017）。また義務教育段階の在外日
本人の子どもは約８万人である（文部科学省，2018）。
在外のような多言語環境で育つ子どもは独自の強みもあ
るが，読み書きに関する言語発達のリスクもある（柴山
ら，2016）。さらに，言語発達のみならず，社会的スキ
ルの発達の遅れにもつながることを示唆する調査結果も
ある。松井・須藤（2014）による国内在住のブラジル人
幼児を対象にした調査では，文法能力の発達の遅れが心
の理論の発達の遅れと強く関連すること，さらに心の理
論の発達の遅れが日常的な社会的スキルの発達の遅れと
関連することを明らかにした。
英国では，第二言語である英語で教育を受ける子ど
もの多くに，小学校入学時に言語発達遅滞がみられるこ
とが明らかになった（Whiteside & Norbury，2017）。
この「発達遅滞」とは，生活年齢相応の英語の言語発達
能力に対して低い場合であり，全体の10％強の子どもが
対象となる。入学時の言語発達の遅れは，２年後の調査
時も改善されず，学力自体の伸び悩みにつながっていた。
この結果は小学校入学前の支援の重要性を示唆するが，
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子どもの第一言語の発達は調査していない。そのため，
第一言語と第二言語との関係，第一言語と学力との関係
は明らかになっていない。これまでの第一言語と第二言
語の双方を対象にした研究では，第一言語が年齢相応ま
たは近い程度に発達していると，第二言語のリテラシー
の獲得がよいことが示されている（中島・佐野，2016）。
第一言語の獲得が，多言語環境で育つ子どもの第二
言語や学力の発達に関係するならば，家庭での第一言語
の言語入力の質は子どもの両言語の発達にとって重要で
ある。言語入力とは，環境からの言語的刺激の入力のこ
とで，例として語りかけがある。語りかけの状況は様々
だが，二者の相互交渉がない状況で，片方の人からもう
片方の人へ言語情報が入ることも含む（Hoff & Naigles，
2002）。このような言語入力や家庭のリテラシー環境の
条件がよい場合に，日英二言語環境で育つ同時バイリン
ガル児で両言語を第一言語として習得できたという報告
がある（権藤ら，2015）。言語入力を含む家庭言語環境は，
子どもの健やかな言語発達のために重要だ。
保護者の言語入力は，家庭言語環境の重要な構成要
因である。では保護者自身は，日本語を含む多言語環境
で育つ子どもの使う言語に対して，どのような意識をもっ
ているのか。このような保護者意識を調査した先行研究
は少ないが，子どもの母語運用力に関して，会話力は多
くの家庭で維持されているが読み書き能力は伝達されて
いない，と認識していたという（野津ら，2014）。母語
とは，一番初めに覚えた言語，最もよく理解できる言語，
最も頻繁に使用する言語，アイデンティティが持てる言
語，人に母語話者だと思われる言語，のことである（中
島，2016）。すなわち，母語がひとつの言語のみの場合
もあれば，複数の言語である場合もあるといえる。前述
した野津ら（2014）の調査では，日本で生活する複数言
語環境児の保護者35名に家庭での言語使用と子どもへの
教育の実態に関する質問紙調査をし，外国人児童生徒の
主な使用言語は，親子間では母語を，兄弟や友人間では
日本語を使用していること，多くの親は子どもへの母語
の継承を望み，大半の家庭で母語を教えていたことも明
らかにした。
子どもの使う言語に対する意識を尋ねたインタビュー
調査では，日本の幼稚園入園後にフィリピン語（保護者
の第一言語）の敬語を使えなくなったことを心配する保
護者や，家庭の中で保護者の第一言語ではない日本語を
使う保護者の存在を事例検討により明らかにした（相磯，
2014）。この調査では，日本で生活する幼児のフィリピ
ン人の母親３名に対して集団面接でインタビュー調査を
した。インタビュー項目として，家庭で使う言葉や日本
とフィリピンの幼稚園のちがい，幼稚園情報の入手など
フィリピン人の母親同士のネットワークについても尋ねた。
ほかに，北米の多言語環境で育つ子どもの言語への
日本人保護者の意識として，語彙，漢字，助詞，会話の
中での英単語への置換，家庭内の会話の英語化を，言語
学習上の課題として挙げた（稲田ら，2014）。この調査
では，北米の日本人学校もしくは補習授業校に通う在米
の母親15名（子どもは未就学児から小学３年生まで）を
対象に，学校教育や家庭内での言語使用に関する項目の
インタビュー調査をした。事例ごとの結果が明らかになっ
たものの，多言語環境で育つ子どもの母親という集団の
特徴は不明である。
このように，日本語を含む多言語環境で育つ子ども
の言語に対する保護者の意識は，少数事例を通して明ら
かにされることが多い。また国外在住の日本人保護者を
対象にした調査は少なく，在外の日本人保護者の意識が
十分に明らかになっていない。子どもの使う言語に対す
る保護者自身の意識について実態把握をすることは，有
効な発達支援のための基礎資料になると考える。
２．目的
本研究では，日英バイリンガル児の言語の特徴に対
する在英日本人母親の意識を明らかにする。
３．方法　
３−１．データ収集
⑴　対象者
　英国に２年以上在住の日英バイリンガル児の母親12名
を対象とした（表１）。日本人家庭が６名，国際結婚家
庭が６名であった。母親の平均年齢は42.8歳（範囲37歳
-51歳），子どもの平均年齢：６歳11ヵ月（範囲６歳７ヵ
月-７歳４ヵ月）であった。子どもは全員，平日は現地校，
土曜日に日本語補習授業校に通っていた。インタビュー
総時間の範囲は，10分- 51分であった。
表１　対象者の属性
 
表 1 対象者の属性 
 
対象
者
家庭
形態
在英期間
（月）
在英期間
M
在英期間
SD
インタビュー
総時間（分）
A 25 36
B 28 28
C 33 20
D 59 10
E 77 15
F 81 51
G 79 17
H 80 18
I 81 16
J 83 23
K 83 28
L 86 15
日
本
人
家
庭
国
際
結
婚
家
庭
50.05
82.00
25.17
2.53
⑵　調査場所　　
面接は，対象者の子どもが在籍する英国の日本語補
習授業校の教室および近隣会議室で実施した。
⑶　調査時期
　2018年8～10月。
⑷　面接内容ほか
　インタビューは，第一著者が個別に半構造化面接を実
施した。面接時間は平均22分（範囲10分- 51分）であっ
た。面接内容は，子どものこれまでや現在の様子や子ど
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もや家族が使う言葉，教育，悩みごとであった。本研究
ではその中で，①日本語の使用で気が付いたことはある
か，②英語の使用で気が付いたことはあるか，について
検討する。面接内容は，調査参加者の承諾を得た上で，
ICレコーダーにて記録した。
⑸　倫理的配慮
　本研究は，東京学芸大学研究倫理委員会の承認を経て
実施された（受付番号：276）。調査にあたり，研究概要，
研究参加が任意であること，取得した個人情報は研究目
的でのみ使用すること，研究結果の公表では個人を特定
できないようにすること，研究への同意撤回が可能であ
ること，などを書面および調査当日に口頭説明を行った
上で，調査参加者の自由意思に基づき，研究同意書への
署名を得た。
３−２．データ分析の手続き
　収集した録音データからトランスクリプトを作成した。
そ の 後，大 谷（2008，2011）の Steps for Coding and 
Theorization；SCATを用いて質的分析を行い，原口・
大谷（2018）を参考に考察した。SCATとは，コーディ
ングとストーリーラインを明示的に作り，それらから理
論を記述する手続きである。分析プロセスが明示される
ため，妥当性の検討がしやすい（原口・大谷，2018）。よっ
て，本研究では分析手続きにSCATを採用した。
手続きは下記のとおりである。①インタビューの逐
語録を発話が続くまとまりでセグメント化した。一つの
インタビュー項目に対し，複数のセグメントができるこ
ともある。②コーディングとして注目すべき語句を抽出
した。③注目すべき語句を言い換えた。④③を説明する
ような概念を考えた。⑤構成概念を作成した。⑥構成概
念を使い（複数のセグメントがある場合は，複数の構成
概念を使いながら），各対象者のストーリーラインを作
成した。⑦結婚形態で２群（日本人家庭，国際結婚家庭）
に分け，ストーリーラインを群ごとに分析した。
なおデータの解釈可能性を再検討し，恣意的な解釈
に陥らぬよう，第2著者，修士課程の学生2名と検討し協
和した。
４．結果　
４−１．ストーリーライン
　SCATを用いて得られた各対象者のストーリーライン
を表２に示す。表２において，分析で得られた構成概念
は下線を引いた。以下に，結果の詳細を示す。なお，
SCATを用いて得られた概念名には【　】を，インタビュー
のローデータ（対象者の実際の発言）を用いたときには
「　」を，対象者を具体的に示すときには（　）を使用
した。
（1）日本人家庭の日本語に対する意識
日本人家庭の母親の意識では，日本語の使用において，
日本語で会話しているときに英語が混ざる【コードスイッ
チング】（A,B）が見られた。コードスイッチングとは，
言語の切り替えが単語や句，文でみられることである（田
崎，2007）。たとえば，「たまに，こないだ，えと『お母
さん，早く冷蔵庫に入れないと，meltしちゃうよ。』って。
そういう言い方をたまにして。まあ，溶けちゃうよって，
あ，溶けちゃうね，って私が言い直すとわかってるみた
いで。わざとしてるのか，自然としてるのか，たまに出
ちゃうって感じで，たまに，単語がん？って。今，英語
だったよね，って。」（A)，「学校の話をするときに，や
はり日本語ではなく，先生が伝えてくる英語，そのまま
使っているのが，ちょっとミックスになるかなーと。」（B)
のように，コードスイッチングについて語った。
ほかに，①音韻面，②語彙面に関して，イントネーショ
ンが奇妙なこと，語彙が不足していることについて，報
告があった。たとえば，①音韻面について，「あー，もう，
イントネーションおかしいのが多々あるので。」（D)，
といった【典型的でないイントネーション】（D）があ
るようだった。②語彙面については，【強い方の言語の
変化】（B,E）のために，日本語の語彙についてはわか
らないものが増えることがあった（B,C,E）。強い言語の
変化として，たとえば，「小学校入る前は，（中略），ほ
とんどが家の中で過ごしているので，日本語のが強かっ
たんですけど，やっぱり小学校行くようになって，少し
ずつ英語の方が強くなってきて，えー，今だと，ときど
き，これ日本語で何て言うの？って聞いたりすることが
あったりしますかね。」（E）と，この母親は小学校入学
を機に変化を感じているようであった。日本語の語彙に
関しては，「もっとちっちゃかったときは，たぶん本人
も興味なかったもの，だけど，親と話したいから日本語
で言いたいんだけど，日本語でなんていうか，そもそも
知らないものが，最近ある。」（C）と，子ども自身の興味・
関心が広がり，母親に伝えたいことが複雑になってきた
場合に，子どもの使える日本語の語彙が，子どもが表現
したい事象に追いついていないようであった。
　このように，日本語の語彙不足の報告がある一方で，
【読書による日本語の語彙の獲得】（F）ができていると，
【英語と結びつかない語彙】（F）ではあるものの，語彙
力が豊富にあるようだ。具体的には，「一応，彼，本が
好きなので，結構自分で本，図鑑とか読んで，いろんな
言葉は知ってるんで，日本語も。」と，子ども自身が主
体的に読書をして，日本語の語彙を獲得している様子が
窺えた。ただしその語彙は，「日本語，いっぱい知って
るけど，英語と結びつかない，みたいな感じです。やっ
ぱり。」（F）と，子どもはある単語に対して，日英二言
語で知っているという状況ではないようだった。
（2）日本人家庭の英語に対する意識
つぎに，英語の使用では，【言語選択に関するメタ認
知】（B,F）ができている子どももおり，家族内で話す
相手に応じて，子どもが自身の使う言語を選択していた。
たとえば，「姉の方としゃべっているときは，たまに，
あの，英語で話しているとき，ありますね。うん，だか
ら，お姉ちゃんも英語で練習がてらというんじゃないけ
ど，話しかけて，それに対して，英語で答えてるってい
うときはたまにありますね。うん，まあ，何話してた
の？っていうと，二人ともすぐ日本語でこういうこと話
してた，って言うので。」（B）という様子であった。
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対象者 構成概念 ストーリーライン
A
日本語：コードスイッチング，
　　　　　きょうだいでの遊びにおける英語使用
英語：文法面のサポートへの親自身の悩み，
　　　　学習自体のサポートに関する親自身の
　　　　悩み
日本語に関する気づきとしては，コードスイッチングが挙げられた。また，きょうだいでの遊びに
おける英語使用があるとのこと，歌やごっこ遊びは英語でしているようだ。英語に関する気づき
としては，文法面のサポートへの親自身の悩みや学習自体のサポートに関する親自身の悩み
が挙げられた。文法を教えてよいものなのか，子が習うフォニックスに親しみがない，筆記体の
ために書かれている内容がわからない，など親の受けた教育とのちがいによる，子へのサポー
トの難しさがあるようだ。どのように援助したらよいのか戸惑っていた。
B
日本語：コードスイッチング，強い方の言語
英語：言語選択に関するメタ認知，
　　　　社会言語の影響
日本語の使用に関する気づきとしては，コードスイッチングが会話の中でしばしば見られるとい
うことがあった。強い方の言語が英語であるため，「ぱっと」英語が出てくるようになっていると
母親は考えていた。英語の使用に関する気づきとしては，言語選択に関するメタ認知ができて
いるということがあった。家族内でも，相手に合わせて子どもが使う言語を選択していた。きょう
だい間で使う言語は英語のときもあり，社会言語の影響を受けているようだった。
C
日本語：日本語の語彙力の乏しさ
英語：「妥当な言葉」の使用
日本語に関する気づきとしては，日本語の語彙力の乏しさが挙げられた。本人は「親と話した
いから日本語で言いたい」のだが，単語がわからないものが最近増えてきた。英語に関する気
づきとしては，「妥当な言葉」の使用が挙げられた。誤った単語を使っている様子はないようだ。
D
日本語：音韻面、文法面での誤用，
　　　　　典型的でないイントネーション
英語：二言語の語彙力不足
日本語に関する気づきとしては，音韻面、文法面での誤用が挙げられた。音韻面については，
たとえば典型的でないイントネーションがよくみられた。また，話し方に違和感があったり，不自
然な言葉の使い方がみられていた。英語に関する気づきとしては，二言語の語彙力不足が挙
げられた。家での日本語環境の影響により，「英語でも足りていない」と心配していた。
E
日本語：強い方の言語の変化
英語：高度な英語力の獲得
日本語に関する気づきとしては，強い方の言語の変化が挙げられた。就学後あたりから英語
の方が強くなり，日本語の語彙がわからなくて親に尋ねることもあるようだ。英語に関する気づ
きとしては，高度な英語力の獲得が挙げられた。学校で「トップクラス」である。
F
日本語：現地校の言語の影響，
　　　　　読書による日本語の語彙の獲得，
　　　　　「英語と結びつかない」日本語の語彙
英語：言語選択に関するメタ認知，
　　　　二言語の語順の混ざり合い
日本語に関する気づきとしては，現地校の言語の影響があるようだ。ただ，読書による日本語
の語彙の獲得ができており，語彙力は豊富にあると感じている。それは，「英語と結びつかな
い」日本語の語彙とのことであった。英語に関する気づきとしては，言語選択に関するメタ認知
ができており，子ども同士の円滑なコミュニケーションにもつながっている。ただ二言語の語順
の混ざり合いがあり，文法面での誤りもみられる。
G
日本語：生活言語として十分な日本語力，
　　　　　英語の発音の影響，
　　　　　英語の発音の混ざり合い，
　　　　　日本語の「りゃ」「りゅ」の言いにくさ
英語：母語話者の発音
日本語に関する気づきとしては，生活言語として十分な日本語力があるものの，発音として
は，英語の発音の影響で英語の発音の混ざり合いがみられるようだ。さらに，日本語の「りゃ」
「りゅ」の言いにくさがあるようで，ある特定の語では発音に難しさをかかえている。英語に関す
る気づきとしては，発音が母語話者の発音と同じであるとのことだった。
H
日本語：弱い方の言語である
英語：高度な英語力の獲得
日本語に関する気づきとしては，弱い方の言語であるということが挙げられた。日本語が出てこ
ないために英語を使うことがよくあるようだ。英語に関する気づきとしては，高度な英語力の獲
得ということが挙げられた。学校での成績が「トップレベル」で，教科学習をするのに問題のな
い言語力を身につけていた。
I
日本語：母語話者とは異なる語彙の使い方，
　　　　　「ぎこちない」語彙表現や文章作成
英語：学習言語として十分な語彙力や読解力
日本語に関する気づきとして，母語話者とは異なる語彙の使い方や「ぎこちない」語彙表現や
文章作成が挙げられた。今は文章作成にほとんど問題がなくなったが，それでも不自然な印
象がある。英語に関する気づきとしては，学習言語として十分な語彙力や読解力が挙げられ
た。同じくらいの年齢の子どもよりもよく発達していたという印象をもっていた。
J
日本語：好きなアニメの主人公の影響，
　　　　　母親イントネーションの影響
英語：言語発達について両価的な気持ち
日本語の使用に関する気づきとしては，好きなアニメの主人公の影響と母親イントネーションの
影響が挙げられた。それぞれ話し方が似ているとのことだった。英語の使用に関しては，言語
発達について両価的な気持ちがある。学校で期待されているレベルに到達していることはわか
りつつも，発達の遅れが本当にないのか心配していた。
K
日本語：話し言葉の強さと作文での接続詞・動
　　　　　　詞を使うことの弱さ，
　　　　　　会話内容や速度に関するモノリンガル
　　　　　　児との比較
英語：話し言葉の強さと作文での前置詞を使うこ
　　　　と・綴りの弱さ
日本語に関する気づきとしては，話し言葉の強さと作文での接続詞・動詞を使うことの弱さが挙
げられた。スムーズに会話ができるが，文章を書くとなると，品詞の誤用がみられる。また，話
し言葉が強いとはいうものの，会話内容や速度に関するモノリンガル児との比較により違いを
感じるようだ。英語に関する気づきとしては，話し言葉の強さと作文での前置詞を使うこと・綴り
の弱さが挙げられた。書き言葉では品詞の誤用などがみられる。
L
日本語：英語の語彙や文法の混在
英語：十分な英語力
日本語に関する気づきとしては，英語の語彙や文法の混在が挙げられた。英語で思考すること
が原因ではないかと考えていた。英語に関する気づきとしては，十分な英語力が挙げれらた。
特に気になることはないようだ。
日
本
人
家
庭
国
際
結
婚
家
庭
 表 2 各対象者のストーリーライン 
表2　各対象者のストーリーライン
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発達の様子については，【高度な英語力の獲得】（E）
や【「妥当な言葉」の使用】（C）をしている順調な様子
の子どもがいる一方，【二言語の語彙力不足】（D）や【二
言語の語順の混ざり合い】（F）がみられる子どももいて，
母親らは家庭言語環境の影響を心配していた。順調な様
子の例として，「あの，読みもクラスで今，一番進んで
るのかな。で，フォニックスとかもかなりできるみたい
で。英語に関しては，発音も読みもけっこういいみたい
で，私は判断しかねるというか，あれなんですけど，は
いはい。（笑）」（E）と，日常会話にとどまらず，学習
に使う言語としても英語を獲得しているようだった。一
方で，「英語のときはですね，そうですね，でもやっぱ
り家で，日本語を多く使ってるので，テレビも日本語の
ものだったりとか，観たりするので，語彙力がちょっと，
英語でも足りていないという風には思います。」（D）と，
家庭言語環境を含めて心配している母親もいた。
また，親自身の受けた英語教育と現地校の教育との
違いから，【学習自体のサポートに関する親自身の悩み】
（A）もあることがわかった。具体的には，「うーん，あの，
やっぱり親が，グラマーメインの頃に英語を学習してい
たので，なんかこう，そこを飛ばして，なんとなく聞い
た言葉を聞いたとおりに話してる感じなので，たとえば，
私がIだったら，あー，彼女はsheなんだけれども，そ
のIとsheとの区別がときどきよくわからないような感
じだったり。文法をどういう風にこれから学校で教えて
いくのか，あの，私がサポートした方がいいのか，いつ
か覚えるものなのか，みたいな，ちょっとふわふわっと
した状態で様子を見てる感じではあります。」（A）とい
う報告があった。
（3）国際結婚家庭の日本語に対する意識
　国際結婚家庭において，日本語の使用では，【弱い方
の言語である】（H）ということからか，【英語の発音の
影響，混ざり合い】（G），【「ぎこちない」語彙表現や文
章作成】（I），【英語の語彙や文法の混在】（L）が挙げら
れた。弱い方の言語ということで，「やっぱり，なんでしょ
うね，こう，言葉が出てこないときがあります。たとえ
ば，conflictってあるじゃないですか。conflictがないと
使えなくなってる。日本語でなんていうんだっけ，って
いつも考えたりとか。」（H）や，英語の発音の影響で「R
には絶対ならないんですけど，りゃ，りゅ，言いにくそ
う。でしたね。」（G）という報告があった。
また，話し言葉としては問題のない場合でも（G,K），
書き言葉としては接続詞や動詞を使うことの弱さ（K）
がみられることがあった。たとえば，「ただ，補習校の
宿題等で，たとえば文章作ってください，という書きの
文章がこのところ何回か出てきていて，そうすると，自
分で頭で作ってる文章と，書いてくる文章で，時間差が
できるせいか，やっぱりおかしな文章になってくるんで
すよね。なので書かせる，文章書かせると，あの，やっ
ぱりテニヲハの部分だったりとか，使わない動詞を使っ
てきたり，ですとか。たとえば，帽子をかぶる，が言え
なくて，あのー，なんでしょうね，ふつうの，つけるで
すとか，全然ちがう動詞をくっつけてしまうとか，あと
接続詞ですね。接続詞がうまく，使えない，というのは，
気になり始めたところです。会話上はほとんど問題ない
です。」（K）という状況があった。
さらに，【好きなアニメの主人公の影響】（J）や【母
親のイントネーションの影響】（J）を受けていることも
わかった。たとえば，「You tubeでクレヨンしんちゃん
に夢中でですね，クレヨンしん，男の子はクレヨンしん
ちゃん好きなので，かどうかわからないですけど，すご
いまねしてしゃべったり，うーん，あとなんだろうな，
どういうこと使うかなー。」（J），「まあ，私のしゃべる
イントネーションに似てるなと思うことがあります。す
ごいよくあります。あの教科書の，読むの練習したりし
てるときとか，普段の会話では。」（J）という報告があった。
（4）国際結婚家庭の英語に対する意識
英語の使用では，【高度な英語力の獲得】（H）など，
学習言語としても十分な英語力（I, J, L）を得ていると
認識していた。たとえば，「英語は，なんか上手らしい
です。私，あんまり英語で話さないので，気づくことな
いんですけど。まあなんか賢いらしいです。特に，授業
の成績もたぶんトップレベルなんですね。たぶん。」（H），
「英語は全く問題ないと思うんです。かなり英語は，ボ
キャブラリーも多いですし，本をまず読みますし。夫が
教育熱心なんで。で，やっぱり女の子ってのもあるんで
すかね。あの，語学が，もともと話すのも結構。話し始
めるのは早いと思わなかったんですけど，わりと，たぶ
ん，同じ年齢の子よりは，発達がよかったと思って。も
う英語に関しては，まったく問題ないと思います。」（I），
と十分に発達している様子が窺えた。
その一方，本当に発達の遅れがないのか心配し，【言
語発達について両価的な気持ち】（J）を抱いている場合
や，【話し言葉の強さと作文での前置詞を使うこと・綴
りの弱さ】（K）に言及する場合もあった。「英語どうな
んでしょうね，私，あの，一応なんかこないだ，何だっ
け，year2であるテストでは，一応全部レベルは，あの
期待されるレベルはクリアしてるんですけど。なんか家
で学校のことをほとんど話さないので，どの程度，どう
なんでしょうね。うーん，遅れてるのかどうかはよくわ
かんないですけど。うーん，まあちょっとそれは心配の
種ではありますけど。どうなんでしょう。そのうち，追
いついて，それがこう，なんていうんでしょう。追いつ
いてくれるといいんですが。今のところはどうなんでしょ
う。」（J）と，学年相応の段階に達していることを理解
しつつも，子どもの発達について心配がつきない様子を
語った。また，作文での前置詞を使うことや綴りの弱さ
といった，子どもの弱みについて具体的な意識をもって
いる母親もいた。「会話上は，あの子の第一言語なので，
やっぱり学校で使っているということで，絶対量が英語
の方が全然多いので，やっぱり日本語のお友達といても
英語になっちゃいますし，日本語よりは英語なんですけ
ど，会話上は問題ないですね。ただ，もう作文になって
くると，たとえば，あ，が抜けたり，前置詞が抜けたり，
あの，スペルがぐちゃぐちゃだったり，っていうのは，
まああるので，書かせるとやっぱり落ちてはきますけれ
ども，でも同じ学年のお友達と比べて，作文に関して遅
れてる，ずば抜けてできるわけではないですけれど，遅
日英バイリンガル児の言語の特徴に対する在英日本人母親の意識
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れてるって感じでもなさそうかな，と思ってます。」（K）
と，学年相応程度の力をもっていることを意識しつつも，
その子どもの中では作文が弱いという客観的な認識をし
ていた。
４−２．子どもが使う言語に対する家庭形態ごとの母親
の意識
　4-1.の結果をさらに分析して示したものが図1である。
子どもが使う言語に対して，両家庭形態の意識の一致点
と相違点が明らかになった。
一致点は，①日本語の方が英語よりも弱い，②典型
的でない日本語の音韻面の表出がある，の２点があった。
一致点①について，両家庭の母親は，子どもの現在の言
語力を，日本語の方が英語よりも弱いと意識していた。
ただし，日本人家庭では言語力の変化も意識しており，
この点は日本人家庭特有であった。具体的には，子ども
は就学を機に日本語よりも英語が強くなったということ
であった。
一致点②については，音韻面で，たとえば【典型的
でないイントネーション】（D）のように，子どもが表
出する典型的でない日本語の音韻を意識していた。しか
し，英語については，音韻面に対する意識が語られたと
しても，全体的な発音のよさが語られることが多く，日
本語のように特定の音韻に着目した細かな意識をしてい
なかった。
　つぎに，相違点について述べる。英語に対して心配ご
との範囲が異なっており，日本人家庭でのみ，家庭言語
環境の影響を心配していた。たとえば，家庭では日本語
放送のテレビを観ているため，英語の言語入力の機会が
減ってしまい，英語の語彙獲得にのぞましくないのでは
ないかということだった。また，学習サポートの方法が
分からないと悩む母親もいた。一方，国際結婚家庭での
心配ごとは，語彙や作文に関する悩みのような子どもの
言語発達そのものであった。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 子どもが使う言語に対する家庭形態ごとの母親の意識 
図１　子どもが使う言語に対する家庭形態ごとの母親の意識
５．考察　
　結果を考察したところ，子どもが使う日英二言語に対
する母親の意識として，以下の３点が明らかになった。
１点目は，結果4-2の一致点①から，母親の意識の仕方は，
日本語に対して日本人家庭も国際結婚家庭も細やかな一
方で，英語に対しては両家庭とも大らかだった。２点目
は，結果4-2の一致点②から，子どもの言語力に対して，
日本人家庭は「日本語が英語より弱くなった」，国際結
婚家庭は「日本語が英語より弱い」と意識していた。３
点目は，結果4-2の相違点から，英語に対する日本人家
庭の心配にのみ言語環境が含まれていた（表３）。
 
 
表 3 子どもが使う日英二言語に対する母親の意識 
 
日本人家庭 国際結婚家庭
母親の意識の仕方
子どもの言語力 英語より弱くなった 英語よりも弱い
母親の心配ごと 言語発達 言語発達
母親の意識の仕方
子どもの言語力 日本語より強くなった 日本語より強い
母親の心配ごと 言語発達と言語環境 言語発達
　　　　　　　　　　　　大らか
　　　　　　　　　　　　細やか
日本語
英語
３　子どもが使う日英二言語に対する母親の意識
〈　 　〉
〈　 　〉
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５−１．日本語に対する細やかな意識と英語に対する大
らかな意識
　母親の意識は，日本語に対して日本人家庭も国際結婚
家庭も細やかである一方で，英語に対しては大らかだっ
た。特に日本語の音韻面に関しては，子どもが特定の音
を言いにくそうにしている，など詳細な部分まで意識し
ていた。このように日本語に対して細やかな意識をもつ
のは，母親の第一言語が日本語であるからだと考えられ
る。母親自身が日本語を自然に使用できているため，子
どもが使う日本語に何か不自然な点があれば，細かい部
分まで気づくことができるのだろう。英語に対しては母
親の第一言語ではないため，気づくことが日本語よりは
少なかった可能性があると考える。
５−２．子どもの言語力の変化
言語力全体として，日本語の方が英語よりも弱いと
意識していたことが両家庭の共通点であった。ただし日
本人家庭のみが，就学を機に日本語よりも英語が強く
なったと変化を意識していた。稲田ら（2014）でも現地
校就学者の言語学習上の課題として，会話中の英単語へ
の置換や家庭内の会話の英語化を挙げた。その背景には
日本語の運用や経験する場の不足が考えられるという。
本研究の対象者の子どもも全員，平日は現地校に通学し
ていた。そのため，日本語の経験をする主な場は家庭と
日本語補習授業校（週末）であることが多かった。
北米でのスペイン語と英語の二言語環境で育つ子ど
もの言語調査では，出生時から二言語に接触した群より
も，家庭ではスペイン語（親の第一言語）を使用した群
の方が，就学を機に英語の理解語彙力の伸び率がよいこ
とを示した（Hammer et al.,2011）。ただし得点としては，
就学後でも，出生時より二言語に接触してきた群が，家
庭でスペイン語を使用してきた群より高かった。英語の
理解語彙力は，出生時より二言語に接触した群の方が家
庭でスペイン語を使用した群より得点が高かった。スペ
イン語の理解語彙力は，家庭でスペイン語を使用した群
が，出生時より二言語に接触した群より得点が高いとい
う結果だった。本研究では，日本人家庭は日本で出生後
に渡英した子どもが６名中５名で，国際結婚家庭は全員，
英国で出生していた。このことから，国際結婚家庭の子
どもでは，出生時から家庭内外で英語に接しており，日
本人家庭は英語への接触年齢が国際結婚家庭に比べて遅
かったといえる。よって，本研究の国際結婚家庭は，
Hammer, et al.（2011）での「出生時より二言語に接し
た群」にあたり，日本人家庭は「家庭でスペイン語を使
用した群」にあたる。そのため，日本人家庭は就学を機
に英語の力がよく伸び，そのことを母親が意識する結果
になったと考える。
また日本語の語彙の獲得について，本研究では読書
によって日本語の語彙を獲得している子どもの事例がみ
られ，先行研究は，日本の小学校１・２年生の読書量と
言語力に正の相関があったことを示した（猪原ら，
2015）。ただし対象が日本語モノリンガルであり，日英
バイリンガル児の場合もあてはまるのかはまだ検討され
ていないが，読書が多言語環境で育つ子どもの語彙の獲
得を支える可能性がある。
５−３．言語環境を含めた英語に対する日本人家庭の
心配
　英語に対する日本人家庭の心配にのみ，言語発達に加
えて言語環境が含まれていた。たとえば，家庭で日本語
を使うことが英語の習得に負の影響を与えるのではない
か，という心配である。しかしながら，第一言語の獲得
は多言語環境で育つ子どもの第二言語や学力の習得を支
える（中島・佐野，2016）といわれており，家庭の中で
第一言語を育むことは重要である。
　また，親が家庭で自身の第一言語ではない不慣れな言
語を使うことは，言語面のみならず社会・情動面の発達
によい影響がないと考える。たとえば，家庭での感情に
関する会話は，子どもの感情理解の発達と関係があるこ
とが示されている（Dunn, et al.,1991）。そのため，親が
自身の第一言語でない言語を家庭内で使用する場合，感
情のような複雑な話題のときに，親の表出できる語彙や
文法が感情表現に追いつかない可能性が大いにある。だ
とすると，家庭内の会話内容が乏しくなることが推測さ
れ，子どもの言語発達のみならず，後の感情理解の発達
に望ましくない影響を及ぼす可能性が高い。このような
点を考慮しても，家庭で親の第一言語を使うことは，子
どもの第一・第二両言語の発達にとって重要であると考
える。
　本研究の日本人家庭のような異なる言語環境に移動し
てきた母親が，家庭で自身の第一言語を安心して使える
ように，親の第一言語を家庭で使う大切さを保護者支援
の際に伝える必要がある。また，移動先の国の社会言語
である第二言語は，園や学校での生活で十分に身につけ
ることができるように，園や学校の言語環境を改めて見
直す必要もあると考える。
６．今後の課題
　今後の課題として，以下の２点を挙げる。１点目は，
家庭や教育現場の言語環境に対する母親の意識も含めて
検討すること,２点目は，子どもの言語発達の実態調査
をすることである。
まず１点目について，本研究では，心配ごととして，
英語に対する日本人家庭の言語環境が示された。しかし，
今回は子どもの言語特徴に絞って検討したため，懸念事
項に対する背景要因を探ることができなかった。家庭や
教育現場の言語環境に対する意識を明らかにしてその要
因を知ることは家庭に向けた援助につながるだろう。
　２点目は，子どもの言語発達の実態調査をすることで
ある。母親の意識は明らかになったが，実際の子どもの
実態は本研究では調査していないため，検討することが
できなかった。子どもの言語発達の実態と母親の意識と
の関連を明らかにすることは，子どもや家庭の実態に合っ
た発達支援の基礎資料になると考えられる。
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